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総務常任委員会�
委員長…松　　清　　副委員長…松尾　実�
委　員…大久保堅太、神田全記、住江　夫、竹山俊郎�

� 
　
今
回
、
本
委
員
会
に
付
託
を
受

け
ま
し
た
案
件
は
、
承
認
１
件
、

議
案
４
件
で
、
審
査
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
承
認
お
よ
び
可
決
し

ま
し
た
。�

　
こ
こ
で
は
、
特
に
審
査
の
中
で

出
さ
れ
た
主
な
意
見
、
要
望
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

（
【
　 

】
は
所
管
課
名
）�

�

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て�

�

　
承
認
１
号
の
う
ち
専
決
第
４
号

「
平
成
26
年
度
平
戸
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）
」
中
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
推
進
事
業
に

関
し
、
平
成
26
年
度
の
寄
附
金
総

額
は
約
14
億
６
千
２
６
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
豊
富
な
特
産
品
を

網
羅
し
た
カ
タ
ロ
グ
や
ポ
イ
ン
ト

制
が
好
評
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
等
に
取
り
上
げ

ら
れ
飛
躍
的
な
増
額
と
な
っ
た
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。�

　
付
与
し
た
ポ
イ
ン
ト
に
使
用
期

限
を
設
け
な
い
現
行
の
手
法
で
は
、

未
使
用
分
が
年
々
累
積
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
、
後
々
、
事
務
処
理

が
煩
雑
に
な
ら
な
い
の
か
と
の
質

問
に
対
し
、
執
行
状
況
に
つ
い
て

は
常
時
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え

て
お
り
、
残
っ
た
ポ
イ
ン
ト
が
次

の
納
税
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
今
後
も
引
き
続
き
使
用
期
限

は
設
け
ず
、
年
度
末
に
債
務
負
担

行
為
と
し
て
処
理
し
て
い
く
と
の

考
え
が
示
さ
れ
た
。�

　
今
後
も
平
戸
物
産
の
購
入
を
促

進
す
る
仕
掛
け
を
積
極
的
に
講
じ

る
よ
う
要
請
し
た
。�

【
財
務
部
企
画
財
政
課
】�

�������������

��

　
承
認
１
号
の
う
ち
専
決
第
８
号

「
平
成
26
年
度
平
戸
市
宅
地
開
発

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
」
は
、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
の

分
譲
地
販
売
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
土
地
売
払
収
入
を
減
額
す

る
も
の
で
、
平
成
26
年
度
末
現
在

で
33
区
画
が
残
っ
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。�

　
残
る
区
画
の
販
売
計
画
に
つ
い

て
の
質
問
に
対
し
、
販
売
価
格
は

数
年
前
に
下
げ
た
経
緯
も
あ
っ
て

安
易
に
値
下
げ
が
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
が
、
新
年
度
に
な
っ
て
新

た
に
打
ち
出
し
た
定
住
促
進
の
事

業
を
活
用
し
た
購
入
が
あ
っ
た
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。�

　
本
委
員
会
は
、
一
戸
建
て
の
公

営
住
宅
と
し
て
賃
貸
す
る
な
ど
新

た
な
視
点
で
事
業
推
進
が
で
き
な

い
か
検
討
し
て
み
る
よ
う
要
請
し
た
。�

【
財
務
部
企
画
財
政
課
】�

����

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
地
域
課

題
を
解
決
す
る
際
に
要
す
る
財
源

を
確
保
す
る
も
の
で
、
先
の
議
会

で
の
議
論
の
成
果
と
し
て
一
定
評

価
し
た
。�

　
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
の
準
備

段
階
に
あ
る
生
月
・
田
平
地
区
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
が
、
思
う
よ
う
に
推
進
で
き
て

い
な
い
感
が
否
め
な
い
。�

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
動

き
出
す
た
め
に
も
、
そ
し
て
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
地
域
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
生
き
生
き
と
活
動
す

る
た
め
に
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
向

か
う
方
向
性
を
も
っ
と
明
確
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。�

　
現
在
進
め
て
い
る
地
域
住
民
が

地
域
課
題
を
洗
い
出
す
経
過
を
大

事
に
す
る
手
法
は
、
地
域
の
自
主

性
を
育
て
る
た
め
の
手
法
と
し
て

一
定
理
解
す
る
も
の
の
、
取
り
組

み
メ
ニ
ュ
ー
を
行
政
側
か
ら
提
示

し
、
地
域
が
選
択
す
る
手
法
で
事

業
推
進
が
で
き
な
い
か
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
た
。�

【
総
務
部
地
域
協
働
課
】�

委
員
会
開
催
日
　
６
月
23
日
�

（
文
責
・
松
　
　
清
委
員
長
）�

�      

　
今
回
、
本
委
員
会
に
付
託
を
受

け
ま
し
た
案
件
は
、
承
認
１
件
、

議
案
５
件
で
、
審
査
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
承
認
お
よ
び
可
決
し

ま
し
た
。�

　
こ
こ
で
は
、
特
に
審
査
の
中
で

出
さ
れ
た
主
な
意
見
、
要
望
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

（
【
　
】
）
は
所
管
課
名
）�

�

も
う
か
る
農
業
の
実
現
を
！�

�

　
議
案
第
74
号
「
平
成
27
年
度
平

戸
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
」
中
、
平
戸
式
も
う
か
る
農

業
実
現
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
人
口
減
少
対
策
の
産
業
振

興
事
業
と
し
て
「
や
ら
ん
ば
！
平

戸
」
応
援
基
金
を
財
源
と
し
て
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
。�

　
今
回
は
担
い
手
を
ど
う
育
て
て

い
く
か
に
主
眼
を
置
い
た
も
の
で
、

新
規
就
農
・
参
入
支
援
対
策
、
園

芸
振
興
対
策
、
肉
用
牛
振
興
対
策
、

農
業
経
営
安
定
対
策
の
４
本
柱
と

し
、
国
・
県
の
補
助
事
業
へ
の
市

の
補
助
の
上
乗
せ
や
市
独
自
の
助

成
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
。�

　
な
お
、
新
規
就
農
・
参
入
支
援

対
策
で
は
、
就
農
希
望
者
で
技
術
・

経
営
等
の
実
践
研
修
を
行
な
う
者

に
対
し
最
大
で
年
間
２
４
０
万
円

の
給
付
金
の
支
給
、
園
芸
振
興
対

策･

肉
用
牛
振
興
対
策
で
は
施
設

整
備
や
販
路
対
策
に
対
し
て
最
大

８
割
の
助
成
を
行
な
う
事
業
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。�

　
今
回
の
事
業
（
５
ヵ
年
計
画
）

で
20
人
を
新
規
就
農
者
と
し
て
確

保
し
た
い
。
ま
た
、
一
定
の
規
模

で
農
業
を
行
な
う
こ
と
で
パ
ー
ト

等
20
人
程
度
の
雇
用
創
出
と
10
億

円
程
度
の
農
業
生
産
額
の
ア
ッ
プ

を
見
込
ん
で
い
る
と
の
答
弁
が
あ

っ
た
。�

【
産
業
振
興
部
農
林
課
】�

�

工
事
の
工
法
と
対
応
に
つ
い
て�

�

　
議
案
第
76
号
、
「
工
事
請
負
契

約
の
変
更
に
つ
い
て
」
、
杭
打
ち

込
み
工
法
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

事
前
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
把
握

で
き
な
か
っ
た
の
か
と
の
質
問
に

対
し
、
こ
の
規
模
の
建
物
で
は
通

常
３
カ
所
の
調
査
で
あ
り
、
今
回

調
査
し
た
３
カ
所
の
う
ち
１
カ
所

で
石
が
多
い
状
況
は
確
認
で
き
た

が
、
当
初
予
定
の
工
法
で
可
能
と

の
判
断
で
あ
っ
た
と
の
答
弁
が
あ

っ
た
。�

　
ま
た
、
過
去
の
工
事
で
も
杭
工

法
の
変
更
に
よ
る
設
計
変
更
は
行

わ
れ
て
お
り
、
今
回
も
発
注
者
側

の
責
任
で
設
計
変
更
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。�

　
近
隣
住
宅
の
壁
に
ひ
び
が
入
る

被
害
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

誠
意
を
持
っ
て
対
応
す
る
よ
う
要

請
し
た
。�

【
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
課
】�

��

　
　�

���

�【
水
道
事
業
】
調
査
日 

５
月
12
日�

�

　
平
戸
上
水
道
統
合
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
こ
の
事
業
で
中
南
部
上

水
道
と
平
戸
上
水
道
が
つ
な
が
れ

ば
、
津
吉
浄
水
場
（
地
下
水
を
汲

み
上
げ
、
阿
奈
田
ダ
ム
か
ら
の
水

と
合
わ
せ
給
水
中
）
を
平
成
31
年

度
に
休
止
す
る
予
定
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。�

　
舘
浦
地
区
老
朽
配
水
管
敷
設
替

事
業
に
つ
い
て
、
補
修
工
事
の
た

び
に
通
行
止
め
や
断
水
と
な
り
、

地
区
住
民
の
生
活
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度

か
ら
３
年
間
で
配
水
管
敷
設
替
工

事
を
実
施
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。�

　
田
平
地
区
統
合
簡
水
事
業
に
つ

い
て
、
計
画
に
基
づ
き
田
平
地
区

内
の
３
簡
易
水
道
を
ひ
と
つ
の
上

水
道
に
統
合
す
る
も
の
で
、
設
置

よ
り
30
年
を
経
過
し
老
朽
化
し
て

い
る
南
部
浄
水
場
の
廃
止
、
東
部

浄
水
場
の
増
設
、
配
水
地
２
カ
所

の
廃
止
、
配
水
系
統
の
見
直
し
を

行
い
、
施
設
の
維
持
管
理
費
の
軽

減
を
図
る
計
画
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。�

　
度
島
地
区
海
底
送
水
管
敷
設
事

業
に
つ
い
て
、
海
底
磁
気
探
査
作

業
が
本
年
８
月
以
降
に
ず
れ
込
ん

だ
こ
と
か
ら
、
工
事
完
了
が
平
成

28
年
10
月
頃
に
な
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。�

　
水
道
事
業
の
今
後
の
収
支
計
画

に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
に
伴
う

中
・
長
期
的
展
望
お
よ
び
民
間
委

託
等
の
検
討
な
ど
、
早
急
に
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
等
の
施
設
整
備
計

画
を
策
定
し
、
市
民
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
水
道
水
の
安
定

供
給
の
た
め
の
運
営
を
行
な
う
よ

う
要
請
し
た
。�

�【
世
界
遺
産
】
調
査
日 

６
月
８
日�

�

　
春
日
地
区
拠
点
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
用
地
取
得
の
交
渉
お

よ
び
測
量
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
進
捗
お
よ
び
作
業
工
程
が

遅
れ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。�

教
会
守
設
置
事
業
に
つ
い
て
は
、

４
月
１
日
に
平
戸
観
光
協
会
と
田

平
教
会
守
設
置
業
務
の
委
託
契
約

を
結
び
、
公
募
に
よ
る
教
会
守
を

６
月
１
日
か
ら
２
人
雇
用
す
る
。

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
も
田
平

教
会
小
教
区
の
役
員
に
説
明
を
随

時
行
な
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。�

　
今
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
コ

モ
ス
に
よ
る
調
査
の
準
備
状
況
に

つ
い
て
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
重
ね
て
本
番
に
臨
み
た
い
。�

　
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ

る
啓
発
事
業
も
平
行
し
て
行
い
機

運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。�

　
委
員
会
と
し
て
は
、
直
接
関
係

す
る
市
民
の
理
解
と
市
民
全
体
の

共
通
理
解
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
十
分
な
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
慎
重
に
事
業
を
進
め
る

よ
う
要
請
し
た
。�

委
員
会
開
催
日 

６
月
24
日�

（
文
責
・
山
内
政
夫
委
員
長
）�

産業建設常任委員会�
委員長…山内政夫　　副委員長…山本芳久�
委　員…綾香良一、近藤芳人、辻　賢治、松山定夫、山内清二�

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査�

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
に
つ
い
て�

�

６月定例会では、次の意見書案を可決し、内閣総理大臣ほかに送付しました。�
■意見書とは…地方公共団体の公益に関する事件に関し、議会が地方公共団体
　　　　　　　の機関としての議会の意思を意見としてまとめた文書のこと。�

　教育の機会均等と水準維持向上を図るため、少人数学級の推進と義務教育費国庫負担制度の国負
担割合を２分の１に復元することを含め、その趣旨を生かした教育予算の充実が図られるよう強く要
望します。�
�
　平成27年６月26日　　長崎県平戸市議会�
�
（提 出 先）　　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣�

意�見�書�

議
案
第
61
号「
平
戸
市
協
働
に
よ�

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す�

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」�

�

「
世
界
遺
産
登
録
に
関
す
る
事
業�

お
よ
び
水
道
事
業
に
つ
い
て
」�

（
文
責
・
山
内
政
夫
委
員
長
）�

平戸市議会だよりとかいせん�
第44号  2015.８.１発行�

平戸市議会だよりとかいせん�
第44号  2015.８.１発行�


